
2024.９月議会

No.68

Contents　・主な内容・
９月定例会��������� ２
決算報告書��������� ５
100条調査委員会中間報告��� ９
中学生と議員の意見交換会��10
一般質問、12人が町政を問う���12
表紙写真紹介、編集後記ほか���22

みやき町みやき町みやき町

　各庁舎、こすもす館のテレビで、

議会中継を行っています。インター

ネットでも視聴できます。

みやき町議会中継 検索
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～議会だより～
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　期間令和７年度から令和９年度まで､ 限度

額の追加

　冠水被害の軽減および早期復旧のため、

排水ポンプ車購入及び車庫新設に係る

財源として。

　発行可能額の確定に伴う限度額の増額

　期間令和７年度から令和９年度ま

で､ 限度額の追加

　水路整備事業に係る財源として、

限度額の追加

1億110万円

1億2,310万円

25万3千円

6,828万円

640万円

外国語指導助手配置事業

防災対策事業債

臨時財政対策債

中原小学校給食調理業務
委託事業

農村基盤総合
整備事業債
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加
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加
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特　別　会　計 増　　減 合　　計

国民健康保険 １億7,196万円 39億1,476万7千円

グリーンパーク推進
整備事業基金

増減なし 2,201万3千円

後期高齢者医療 1,153万5千円 ５億7,838万2千円

住宅用地取得造成事業 69万9千円 826万2千円

ふるさと寄附金基金 3億8,373万9千円 60億125万7千円

ユニット積載車
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※債務負担行為とは？
将来にわたる債務（支払義務）を約束する
ための限度額を定めておくこと。

※地方債とは
地方公共団体が資金調達のために負担する
債務で、その返済が１会計年度を超えて行
う借入れのこと。

【債務負担行為※補正】

【地方債※補正】

定
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会
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定
例
会

専決処分

条例の一部改正

条例の一部改正

工事請負契約
町有財産の貸付

条例制定
専決処分※
健康被害の認定

みやき町国民健康保険条例の
一部を改正する条例

みやき町議会議員及び
みやき町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例

公共下水道綾部南地区
汚水管築造（９エ区）

町内の産業振興に資する
町有財産を無償で貸し付け

みやき町リサイクル
基金条例の制定

　令和６年度みやき町一般会計におい

て新型コロナウイルス予防接種による

健康被害の認定に伴い、予算の補正を

行う必要が生じたが、議会を招集する

時間的余裕がなかった。

金　額　4,441万２千円

※町長が議会に代わって意思決定を行うこ
と。緊急を要する案件で、議会を招集す
るいとまのない場合に限り許されます。

　町長が専決処分をしたときは次の議会で
報告し、承認を求めなければならないと
されています。

　行政手続きにおける特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法

律等の一部を改正する法律の一部施行

により、みやき町国民健康保険条例の

一部を改正する必要があるため、議会

の議決を求めるもの。

 公職選挙法施行令の一部を改正する

政令が施行され、衆議院議員及び参議

院議員における選挙公営経費の限度額

が引き上げられたことに準じ、みやき

町議会議員及びみやき町長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例

の一部を改正する必要があるため、議

会の議決を求めるもの。

１．工 事 名 
　　公共下水道綾部南地区汚水管築造
　　工事（９エ区）

２．契約の方法

　　指名競争入札による契約

３．契約金額 　6,710万円

４．契約の相手方　株式会社　栗山建設

　平成30年９月定例会において承認さ

れた、国産無農薬バナナ栽培に取り組む

企業に対する町有地の無償

貸付けを３年間延長するた

め、議会の議決を求めるもの。

　循環型社会形成推進基本法を踏ま

え、リサイクル活動及び環境保全活動

等の推進に必要な財源に充てることを

目的とした基金を設置する必要がある

ため、議会の議決を求めるもの。
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賛成多数
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総務文教�常任委員会　審査報告書

　令和５年度　一般会計（主に総務・教育に関する部分）

町税３税の滞納 行財政運営

消防団組織強化 治水対策

学校施設を健全に

　徴収強化の努力は評価するものの、

税負担の公平性から安易な不納欠
損処理は極力避け、滞納者の対応を

見極め法的措置も視野に徹底した
徴収努力を望む。

　ふるさと寄附金基金特別会計から

12億6,732万７千円を繰り入れて

いる。今後は、ふるさと納税制度の

改正により、多くのふるさと寄附金

は望めない状況も想定される。寄附
金に依存しない行財政運営に努
めてほしい。

　総括的に組織や体制、団員の処遇

等について見直しを行い、更なる地
域に密着した消防団の組織強
化に努めてほしい。

　流域治水推進調査報告書に基づい

て、流域治水の取組みを推進し、水
害に強い、安全・安心な地域
づくりに繋げて行くことを望む。

　学校施設の老朽化が進んでいる。教育環境の維持・向上を第一に考え、適正
に改修・建替え計画を策定し、学校施設の老朽化対策を推進していくこ
とを望む。

北茂安小学校

報告書全文は
こちら☟

認
定
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算
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査
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同　意
農業委員会委員の任命

みやき町農業委員会委員
に欠員が生じたため

江　越　博　則�氏�（姫方地区）

城　野　信　彦�氏�（原古賀地区）

全員賛成

みやき町議会から政府に提出しました

みやき町議会から政府に提出しました

地方財政の充実・強化

少人数学級・教職員定数の改善、
義務教育費国庫負担制度拡充

意見書全文は
☜こちら

意見書全文は
☜こちら
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１

２

【趣旨】
　地方公共団体には、少子高齢化、子育て支援、地
域活性化、感染症対策、DX化、脱炭素化、物価高騰
対策など、多くの新しい役割が求められています。
加えて、自治体システムの標準化や大規模災害へ
の対応が進む中、地域公共サービスを担う人員が
不足し、職場の疲弊が深刻化しています。政府は
2021年の「骨太方針」に基づき、2024年度ま
での地方一般財源の水準を維持してきましたが、
増大する行政需要や人員不足を考慮し、今後は積
極的な財源確保が必要です。特に、賃上げに対応す
るための人件費を含む地方財政の充実を求めます。
　10の項目について、意見書を総理大臣・関係
各大臣に提出しました。
【項目】
１．社会保障の充実や地域活性化、脱炭素化など、

地方財政需要の増大を的確に把握し、積極的に
地方財源を確保すること。

２．子育て支援や介護、生活困窮者支援など、社
会保障ニーズが高まり、自治体財政に圧力をか
けているため、社会保障経費を拡充すること。

３．地方交付税の法定率引き上げや消費税の地方税化
を通じて、より自律的な地方財政を確立すること。

４．減税政策の際、地方財政が影響を受けないよ
うに財源を確保すること。

５．地方創生推進費1兆円を恒久的財源として明
確に位置づけ、行革努力に基づく算定方法を採
用しないこと。

６．会計年度任用職員の処遇改善と雇用確保のた
め、必要な財源を確保すること。

７．特別交付税に関して、地域手当の支給割合格
差により人材確保が難しくなっているため、減
額措置を廃止すること。

８．自治体業務システムの標準化に必要な移行経
費を保障すること。

９．地域公共交通の担当者確保を支援し、施策を
充実させること。

10．小規模自治体支援のため、地方交付税の財政
調整機能を強化すること。

【趣旨】
　学校現場では、貧困、いじめ、不登校、教職員
の長時間労働などの課題が多く、子どもたちの充
実した学びを確保するための準備時間が不足して
います。これらの問題を解決するためには、教職
員の人数を増やすなどの改善が必要です。
　2021年の法改正で小学校の学級編成が35人
に段階的に引き下げられていますが、今後は中学
校や高校にも広げ、さらなる少人数学級を実現す
べきです。また、財政状況の厳しい自治体もあり、
教育格差が生じる問題もあります。義務教育費の
国庫負担率が引き下げられたことにより、国が財
源保障を行い、全国の子どもが平等に教育を受け
られるようにすることを求めます。

【内容】
１．中学校・高等学校での 35 人学級を早急に実

施すること。また、さらなる学級編成標準の引
き下げについて検討をすること。

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現す
るため、教職員定数を改善して教員の持ち授業時
数を削減し、時間外勤務手当の支給を行うこと。

３．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるた
め、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負
担制度の負担割合を１／２に引き上げること。

定
例
会
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民生福祉�常任委員会　審査報告書 報告書全文は
こちら☟

令和５年度　一般会計　（主に住民・福祉に関する部分）

令和５年度　国民健康保険特別会計

令和５年度　グリーンパーク推進整備事業基金特別会計

令和５年度　後期高齢者医療特別会計

メディカルコミュニティセンター利用

企業人材派遣制度について 買物支援（移動販売）

グリーンパーク整備

新型コロナウイルスワクチン接種対策

　テナント入居者には3年経過し減免がな

いことで、施設収入増が見込まれる。　
　テナントに空きが出ないよう努力された

し、またイベント開催により多くの方の来

場を得ているが、もっと町内の出店者や

住民に利益還元されるよう望む。

　メディカルコミュニティセンターで従事

されている企業人材派遣制度を活用した地

域活性化起業人の派遣期間については、今

年度で終了となる。係る経費に見合う成
果の報告を望む。

　高齢者買物支援実証事業として委託業者

に助成を行っているが、仕入れ方法の工夫

による経費削減やチラシ配布による利用者

増加の取組み、売上げも目標の設定など、

今後も事業継続ができるよう、委託事
業者に指導・助言すべし。

　リサイクル施設が５年間延期となり、令

和10年度まで存続されることになった。令

和６年度からは、経常経費が一般財源化さ

れている。協定に基づく適切な事業運

営を図られたし。

　新型コロナウイルスワクチン接種は国か

ら自治体への負担へ移行し、町の負担額の

増加が懸念される。新型コロ

ナワクチン定期接種に向け、

万全を尽くされたし。

市村清記念メディカルコミュニティセンター

移動販売車でお買い物

全
て
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産業建設�常任委員会　審査報告書

住宅使用料

獣害対策�

下水道使用料

道路台帳システム用端末購入

　公営住宅の住宅使用料の収入未済額が

依然として多額となっている。滞納対策
について、より一層の事務強化に努めて欲

しい。また、一部の定住促進住宅において

は、入居率が損益分岐点を下回っているた

め、今後の維持管理費や大規模改修工事等

に備えるためにも、高水準の入居率が

維持できるよう体制整備を図るべきだ。

　近年、アライグマの被害が多くなって
いる。田畑の農地を守ることはもちろんの

こと、町民の生活環境を第一に考え、
関係各課と連携し、捕獲器の貸出等を行い、

町民の安心・安全につなげていくこと
を望む。

　下水道使用料は令和６年度より、公営

企業会計に移行した。その為、令和６年

３月末までの打ち切り決算となり、歳入

の収入未済額および歳出の不用額が

多額となっている。例年、出納整理期間で
支出していたものは次年度での計上となる

ため、特に使用料の収入・委託料の支払い

には注意し、公営企業会計への適切な移

行処理を行う必要がある。

　これまで道路台帳の確認については、そ

の都度、来庁者へ窓口で対応していたが、

本端末を購入・設置したことにより、来庁

者自らがシステムを閲覧でき、窓口
業務の負担が減ったことにより、業務の効

率化・迅速化につながっている。

　今後も業務改善のみならず、町民の利

便性向上を図って欲しい。

報告書全文は
こちら☟

令和５年度　一般会計（主に産業・建設に関する部分）

令和５年度　下水道事業特別会計

令和５年度　工業用地取得造成事業特別会計

令和５年度　住宅用地取得造成事業特別会計

全
て

 

認
定

北浦団地
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『過去(Ｈ29年・Ｈ30年)のふるさと納税返礼品納入業者
選定等事務』についての調査に関する中間報告

１．本委員会設置の経緯
　本件に関する事業は、議員発議において令和３年第４回定例会、令和５年第３回定例会で提案されいず
れも賛成少数で否決、さらに、令和４年第２回定例会における「ふるさと納税返礼品納入業者の調査を求
める4,027名の請願書」は賛成少数で不採択になっています。
　今回、令和６年第１回議会では、「ふるさと寄附金事業特別委員会」に地方自治法第100条の調査権を
委託することで賛成多数で可決しました。３月27日に可決され９月17日まで14回の委員会を開催。以
下中間報告となります。

２．地方公共団体の調達に係る地方自治法等法令等からの逸脱
　本町のふるさと寄附金返礼事業の形態は、「町」と「各返礼品納入業者」との契約に基づくものであり、
地方自治法及び施行令、町財務規則等に基づき財務処理することが求められています。しかし、存在すべ
き書類の「不存在」と実施されなければならない行政手続きが法令を逸脱している事実があります。
　今回調査対象となっている契約は、随意契約の相手方として法令が許容した特別な生産者でもなく、ま
た、当該事業に特別に精通しているわけでも、実績のある事業者でもない者でありながら、そのほとんど
が「１者随意契約」となっています。返礼品の単価が100万円を超えるような高級な返礼品も同様な取り
扱いがされていました。
　当委員会は「ふるさと寄附金返礼品事業」に関する問題は返礼品にかかわる契約の方法、契約の相手方
の決定等、一連の契約行為が法令に違反した可能性が極めて高いと認識しています。

３．国の再三の指導を無視し、ふるさと納税の不指定を受けた
　当時、国は過熱した返礼品競争に歯止めを駆けるために、金券や旅行券など換金性の高い返礼品取り扱
い停止、寄附額の３割以下にすること、地場産品以外の返礼品取り扱いの良識ある対応など通知や要請を
再三にわたり行いました。
　令和元年６月に法律改正され、国の要請を無視し、寄附獲得に走った自治体にペナルティーを課す策を
とり、本町は令和元年から１年４カ月にわたりふるさと納税の指定から除外されました。
　法令の逸脱、国の指導を無視した取り扱いなど、事務執行は非常に不可解なものがあり、今後さらに調
査が必要であると認識しています。

４．元副町長が、ふるさと納税返礼品を納入する会社法人の役員に就任していた事の適否、（兼業禁止）
について
　当該法人は会社設立初期に、町の返礼品納入業者となり４億円を超える支払いを受けていて、異様に多
額な売上げです。「法人税の確定申告書等」の経営内容がわかる記録提出を求めていますが現時点では提
出されていません。適否の判断には不可欠な資料なので本委員会で方策を議論し、引き続き真相解明に当
たっていきます。

ふるさと寄附金事業特別委員会の構成 （主にふるさと寄附金に関する事項を協議する委員会）

宮原宏典委員長、長瀬宣宏副委員長、益田清委員、目野さとみ委員、吉村哲雄委員、末次優委員

ふるさと寄附金事業特別委員会（100条調査委員会） 報告書全文は
こちら☟

確
認
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中
間
報
告

 

 

ふるさと寄附金事業�特別委員会　審査報告書 報告書全文は
こちら☟

令和５年度　ふるさと寄附金※基金特別会計

効果的な寄附金活用を 基金の取り崩しは計画的に

　寄附者が希望した用途を尊重し、明確で

効果的な活用に努めるべきだ。

　ふるさと寄附金制度の改正により寄附金

も多くは望めない状況。計画的な行財政運

営と財政の効率化を十分図ってもらいたい。

認
定

ふるさと寄附金とは？

自分の生まれ故郷はもちろん、お世話に

なった地域や、これから応援したい！

地域の力になりたい！という思いを実現

し、「ふるさと」へ貢献するための制度です。

一定の条件を満たせば税の控除が受けられ

ます。

経費（50％以下） 町の収入

（経費以外）返礼品
（30%以下）

その他
送料・

手数料など

寄附金額全体

決
算
審
査

委員会資料より
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中原中学校

北茂安中学校

　アンケートでは、生徒さんたちからは

「議会は堅苦しいイメージがあったが、議

員さんの話が面白く、わかりやすくて親し

みがわいた」

「自分たちの学校にも毎年たくさんの予算

が使われていることを知り、ビックリした」

などの意見を寄せていただきました。

　また、政治に関する興味や関心が持てた

などの好意的な意見も多くありました。

　今後、社会を担っていく子どもたちの為

にも、このような機会をまた設けることが

出来ればと思います。

いろんな意見が出ました!!いろんな意見が出ました!!

北茂安中学校
・少子化問題についてどう思いますか？
・中学生の頃、どのくらい勉強していまし
たか？
・大勢の人前で話すときに気をつけている
ことは？

中原中学校
・なぜ若い議員が少ないのでしょうか？
・みやき町の主な政策課題は何ですか？
・中学時代にやって良かったこと、やって
おけば良かったことは？

中学生の皆さんからいただいた
質問を一部ご紹介します！
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

令和6年度

三根中学校

中学生と議員の意見交換会中学生と議員の意見交換会
　7月に三根中学校・北茂安中学校・中原中学校の３校において、みやき町議会と

町政の仕組みについての授業を行いました。選挙権が現在18歳から与えられます

が、中学生の皆さんに、18歳を迎える前に政治に関心を持っていただき、また理

解を深めて欲しいという思いで、議員発案の企画となりました。各校区の議員が講

師となり、各校に伺い出前授業を行いました。

はーい！
質問のある人～
なんでも聞いて
大丈夫ですよ！

【意見交換会内容】

・議員からスライドを使った、授

業形式での町政の仕組みや議員

の仕事内容についての説明

・クイズ形式での議会のシステム

の説明

・中学生からの質疑応答

・アンケートの実施　など

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

三根中学校
・僕たちの教育の為にどのくらい
お金を使っていますか？

・なぜ議員になろうと思ったので
すか？

・みやき町は今どのような問題が
ありますか？その問題を解決す
るために私たちに出来ることは
ありますか？

中学生の皆さんからいただいた
質問を一部ご紹介します！
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P20～ 21 P18～ 19

企
業
誘
致

多
選
禁
止
多
選
自
粛

財
政
問
題

財
政
危
機
感
の
周
知

置
き
勉

一 般 質 問ＱＲコードからは録画映像をご覧
いただけますので是非ご利用くだ
さい。

各議員の質問内容にあわせた
『SDGsの17目標のロゴマーク』
を掲載しています。

皆さんの
関心のある
テーマは
どの項目
ですか？

し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

議
員 

　町
長
就
任
後
の
公
約
実
績
を
問
う
。

町
長 

　私
が
公
約
に
掲
げ
た
コ
ロ
ナ
対
策
、
幸
福
度
日
本

一
、
水
害
対
策
、
財
政
健
全
化
、
農
業
改
革
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
、
高
齢
者
生
活
支
援
と
し
て
の
ひ
ま
わ
り

タ
ク
シ
ー
、
買
物
支
援
事
業
と
全
て
が
実
現
も
し
く

は
着
手
済
み
で
す
。
今
後
は
更
に
学
校
施
設
や
り
替

え
も
柱
に
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
更
な
る
行
財
政
改

革
を
進
め
て
、
こ
れ
に
備
え
ま
い
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

みやきリンクス愛しとーとゴルフクラブ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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P16～ 17 P14～ 15 P12～ 13

カ
ス
タ
マ
ー

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

有
機
農
業

町
長
不
起
訴
の
件

小
・
中
学
生
の
健
診

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

行
財
政
改
革

リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根

　一般質問とは、議員が町の行財政全般に
ついて、町と政策討論するものです。
　１人あたりの持ち時間は、答弁を含めて
60分です。
　令和６年９月定例会では12人が行いま
した。

　
掲
載
内
容
は
、
質
問
者
本
人
が
要
約

し
広
報
編
集
委
員
会
が
校
正
し
た
も
の

で
す
。
会
議
録
は
こ
ち
ら

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
👇👇

（
準
備
が
で
き
次
第
掲
載
し
ま
す
）

（
掲
載
は
登
壇
順
）

リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の

　
運
営
は

大
変
厳
し
い
経
営
運
営

問答
議
員 

　リ
バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の
経
営
状
況
を
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　
人
件
費
や
販
売
経
費
の
削
減
な
ど
の
経
営
改
善
を

行
う
も
改
善
に
は
い
た
ら
ず
経
営
が
困
窮
し
、
長
期

借
入
金
の
返
済
及
び
河
川
敷
占
用
料
な
ど
支
払
い
が

滞
り
、
事
業
継
続
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
管
理
運
営
を
株
式
会
社
Ｇ

－

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
様
へ
委
託
し
、そ
の
受
託
収
入
を
得
て
、

現
在
ま
で
事
業
を
継
続
し
、
以
前
の
ピ
ー
ク
時
よ
り

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
災
害
へ
の
対
応
、
長
期
借
入
金
の

返
済
や
老
朽
化
し
た
構
築
物
の
大
規
模
改
修
な
ど
、

経
営
を
圧
迫
す
る
様
々
な
課
題
を
抱
え
、
ま
た
リ

バ
ー
サ
イ
ド
三
根
の
職
員
も
い
な
い
た
め
「
ま
ち
づ

く
り
課
」
で
事
務
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
大
変
厳

長
なが

瀬
せ

　宣
のぶ

宏
ひろ

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す



−15−

議
員 

　不
登
校
児
童
の
健
康
診
断
の
対
処
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

　本
町
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
６
年
８

月
末
現
在
で
、
小
学
校
が
13
名
、
中
学
校
が
19
名
で
、

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
個
別
受
診
、
ま
た

は
保
護
者
に
付
き
添
っ
て
も
ら
い
、
ほ
か
の
学
年
の

実
施
日
に
対
応
し
て
い
る
。

保
で
き
る
。ま
た
、民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
事

務
の
効
率
化
や
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

議
員 

　民
間
委
託
で
の
運
営
は
、
子
ど
も
の
勉
強
サ
ポ
ー

ト
や
習
い
事
な
ど
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
こ
の

事
に
よ
り
子
ど
も
の
能
力
を
伸
ば
せ
る
。
18
時
以
降

の
延
長
も
出
来
、
夕
食
を
提
供
で
き
る
施
設
で
あ
れ

ば
21
時
や
22
時
ま
で
も
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
施
設
に
委
託
す
べ
き

と
思
う
が
。

子
育
て
福
祉
課
長 

　既
に
民
間
委
託
さ
れ
て
い
る
自
治
体
か
ら
の
意
見

を
参
考
に
、
支
援
員
の
人
材
確
保
や
資
質
の
向
上
等

の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
運
営
の
見
直
し
も
視
野

に
入
れ
て
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

議
員 

　今
年
６
月
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
主
に
行

政
が
行
な
っ
て
き
た
様
々
な
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
等
の
担
い
手
と
し
て
地
域
社
会
の
多
様
な

主
体
・
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
制
度
の
町
の
考

え
は
。

総
務
課
長 

　市
町
村
は
地
域
の
多
様
な
主
体
と
協
力
し
福
祉
の

増
進
を
図
り
、
活
動
団
体
の
申
請
に
基
づ
く
指
定
と

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
施

行
前
で
、
今
後
総
務
省
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き

協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制
度
の
対
応
は

コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用
し
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
状
況
は

議
員 

　町
民
の
利
便
性
向
上
、
職
員
の
負
担
軽
減
を
第
一

に
し
た
推
進
を
望
む
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新

情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
、
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
求
め
る
。

情
報
未
来
課
長 

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
更
新
作
業
の
遅
れ
を
防
止
し
、

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
。

　
公
共
施
設
は
シ
ス
テ
ム
機
能
の
更
新
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

議
員 

　町
内
の
低
学
年
の
保
護
者
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

行
き
渡
っ
て
い
な
い
学
年
が
あ
る
と
聞
い
た
が
そ
の

実
情
は
。

学
校
教
育
課
長 

　毎
年
４
月
１
日
現
在
で
の
生
徒
数
の
増
加
分
に
対

応
で
き
ず
、
小
学

校
１
・
２
年
生
に

対
し
１
台
を
２
名

で
共
有
し
て
運

用
。
し
か
し
現

在
、
購
入
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て

お
り
、
11
月
頃
ま

で
に
は
１
人
１
台

の
配
布
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

タブレットを活用した授業風景

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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園
その

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

 議員

覚
悟
を
持
っ
た

　
行
財
政
改
革
を
求
め
る

小
・
中
学
生
の
健
診
は
安
心
で
き

る
環
境
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

民
間
委
託
は
考
え
ら
れ
な
い
か

事
業
評
価
を
行
い
、

　
事
業
を
減
ら
す

児
童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

心
情
に
配
慮
し
て
実
施
し
て
い
る

ま
ず
は
、
直
営
と
民
間
委
託
の

比
較
検
討
が
大
事

問

問

問

答

答

答

議
員 

　子
ど
も
た
ち
、
将
来
の
町
民
の
た
め
に
、
合
併
後

20
年
間
の
財
政
運
営
も
含
め
、
検
証
を
行
い
、
適
切

な
財
政
情
報
の
公
開
と
覚
悟
を
持
っ
た
財
政
改
革
を

進
め
る
べ
き
だ
。

町
長 

　行
財
政
改
革
大
綱
を
基
に
、
現
在
各
課
で
事
業
評

価
を
練
っ
て
お
り
、
３
６
６
あ
る
町
の
事
業
を
令
和

８
年
度
に
は
３
０
０
事
業
ま
で
縮
小
す
る
。

議
員 

　近
年
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
か

ら
「
聴
診
器
が
胸
に
当
っ
た
、
不
愉
快
な
思
い
を
し

た
、
な
ぜ
胸
を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
な

ど
の
意
見
や
上
半
身
裸
で
待
機
す
る
こ
と
等
、
そ
の

実
施
方
法
に
懸
念
の
声
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長 

　検
査
・
診
察
時
に
は
、
児
童
・
生
徒
等
の
体
が
周

囲
か
ら
見
え
な
い
よ
う
、
囲
い
や
カ
ー
テ
ン
等
に
よ

り
個
別
の
検
査
・
診
察
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
る
。

健
康
診
断
時
の
服
装
は
、
正
確
な
検
査
・
診
察
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
、
原
則
体
操
服
や
下
着
等
の
着
衣

に
よ
り
身
体
を
覆
い
、児
童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
心
情
に
配
慮
し
実
施
を
し
て
い
る
。

議
員 

　現
在
、
み
や
き
町
は
４
箇
所
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
運

営
し
て
い
る
。
全
国
的
に
職
員
の
労
力
の
軽
減
及
び

支
援
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
委
託

に
切
り
替
え
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
み
や

き
町
と
し
て
も
民
間
委
託
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

子
育
て
福
祉
課
長 

　利
用
登
録
児
童
数
の
現
時
点
と
令
和
５
年
度
と
比

較
し
て
１
０
９
人
増
加
し
て
い
る
。
宅
地
開
発
が
積

極
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、共
働
き
の
増
加
に
伴
い
、

一
定
の
需
要
を
今
後
も
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
近

年
で
は
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対
応
な
ど
、
支
援
員
に

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
も
多
様
化
し
て
お
り
支
援
員
の

確
保
は
更
に
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
民
間
委

託
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
間
で
の
人
材
の
や
り
く
り
や

広
く
求
人
が
で
き
る
こ
と
で
安
定
的
に
支
援
員
を
確

Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
捗
状
況

末
すえつぐ

次　　優
ゆう

 議員

牟
む

田
た

　秀
ひで

文
ふみ

 議員

※
Ｄ
Ｘ
と
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
。デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
業
務
、

組
織
、
プ
ロ
セ
ス
を
変
革
し
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る

も
の
。

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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残
務
処
理
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
担
当
者
の
許

可
は
得
て
い
た
。

　
検
察
で
は
、
役
場
内
の
機
械
警
備
の
記
録
、
パ
ソ

コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
電
子
機
器
の
記
録
、
関
係

者
の
証
言
等
、
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
集
め
捜
査
が
進
め

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
検
察
は
同
じ
案
件
で
３
回
も

の
「
不
起
訴
」
判
断
を
く
だ
し
た
。

　
残
務
処
理
仕
事
の
た
め
と
言
っ
て
も
町
民
の
方
々

に
ご
心
配
か
け
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。
今
は
そ
れ
を
糧
と
し
て
町
政
運
営
に
住
民
目
線

で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

議
員 

　町
民
の
皆
さ
ん
は
事
実
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
な

い
と
思
う
。「
不
法
侵
入
」
と
い
う
吹
聴
は
名
誉
棄

損
罪
に
な
る
が
、
事
実
を
語
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
痛
感
す
る
。

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
に
も
つ
な
げ
、
し
っ
か
り
周

囲
を
捲
き
込
み
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

議
員 

　建
設
年
度
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長 

　三
根
中
学
校
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
校
舎
が
40

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

議
員 

　整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
思
い
切
っ
た
ア
ク
シ
ョ

ン
で
と
り
く
ん
で
ほ
し
い
。

教
育
長 

　未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
質
の
高
い
教

育
の
提
供
を
目
指
し
、
学
校
の
改
修
、
改
築
と
学
校

統
廃
合
の
問
題
を
含
め
た
新
し
い
教
育
環
境
づ
く
り

の
計
画
案
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
振
興
協
会
の
委
託
費
に
つ
い
て

北茂安小学校

議
員 

　令
和
３
年
度
分
の
委
託
費
未
払
い
の
和
解
内
容

と
、令
和
２
年
度
分
の
委
託
金
額
と
寄
附
受
入
額
は
。

情
報
未
来
課
長
兼
女
子
サ
ッ
カ
ー
推
進
室
長 

　未
契
約
の
状
態
で
業
者
が
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
、

現
町
長
が
相
手
方
と
金
額
の
協
議
を
行
っ
た
が
、
金

額
が
折
り
合
わ
ず
裁
判
に
発
展
し
た
。今
年
５
月
に
、

寄
附
受
入
額
約
28
億
円
で
委
託
金
４
千
８
百
万
円
で

和
解
が
成
立
し
た
。
令
和
２
年
度
の
寄
附
受
入
額
は

約
23
億
円
で
委
託
金
７
千
百
万
円
を
支
払
い
済
み
。

議
員 

　令
和
２
年
度
の
委
託
費
が
非
常
に
高
額
で
、
未
契

約
の
ま
ま
年
度
末
に
金
額
が
決
ま
る
な
ど
、
不
可
解

な
事
務
に
疑
問
が
あ
る
。

町
長 

　ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
、
町
の
財
務
規
則
の
条

例
違
反
、
拡
大
解
釈
に
よ
る
総
務
省
へ
の
報
告
な
ど

ル
ー
ル
違
反
が
分
か
り
、
こ
う
い
う
積
算
で
50
％
を

ま
も
っ
て
い
た
の
か
、
か
ら
く
り
が
分
か
っ
た
。

み
や
き
町
立
小
中
学
校
の
整
備
計
画

教育委員会分室

みやき上峰有機農業
推進協議会より

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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前
町
長（
町
）が
岡
町
長
を
告
発
し
た

「
無
断
侵
入
」に
つ
い
て
伺
う

有
機
農
業
協
議
会
の

　
活
動
状
況
と
今
後

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
対
応
体
制

町
職
員
の
許
可
を
得
て
い
た
、
無
断
で
は
な

い
。
不
起
訴
判
断
は
３
回
示
さ
れ
て
い
る

事
業
計
画
の
策
定
と

　
基
礎
づ
く
り
実
施

自
治
体
間
協
議
を
進
め
る

問

問

問

答

答

答

議
員 

　令
和
３
年
４
月
５
日
、
町
長
選
に
当
選
し
た
岡
氏

を
役
場
施
設
（
旧
中
原
老
人
セ
ン
タ
ー
）
に
無
断
・

不
法
侵
入
し
た
、
と
し
て
前
町
長
が
告
発
し
た
。
令

和
３
年
12
月
12
日
に
不
起
訴
は
確
定
し
た
。
岡
町
長

は「
残
務
処
理
の
た
め
職
員
の
許
可
を
得
て
い
た
が
、

騒
が
せ
た
こ
と
を
反
省
し
、
住
民
に
あ
ら
た
め
て
お

詫
び
し
た
い
。
今
後
も
し
っ
か
り
町
政
運
営
を
す
す

め
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
前
町
長
は
町
民
９
０
０
人
連

名
で
再
審
査
を
求
め
て
再
告
発
し
た
。
令
和
５
年
３

月
29
日
、地
検
は
再
々
不
起
訴
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

　
事
実
関
係
で
あ
ら
た
め
て
伺
う
。

町
長 

　退
職
届
を
出
し
た
の
ち
、
私
し
か
で
き
な
い
広
報

原
稿
の
作
成
、
部
下
職
員
の
勤
務
評
定
な
ど
仕
事
の

議
員 

　現
在
の
具
体
的
な
活
動
状
況
は
。

産
業
支
援
課
長 

　学
校
給
食
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
土
づ
く
り
講
習

会
や
、
試
行
栽
培
の
準
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
学
校

給
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
上
映
会
、
講
演
会
な
ど

を
実
施
し
た
。

議
員 

　参
加
者
の
反
応
や
意
見
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

産
業
支
援
課
長 

　参
加
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
満
足
さ
れ
て
お

り
、食
に
よ
る
健
康
の
関
心
の
高
い
こ
と
が
伺
え
た
。

　
今
後
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
技
術
講
習
会
、
視
察

研
修
な
ど
を
実
施
し
、
持
続
可
能
な
計
画
を
策
定
し

て
い
く
。

町
長 

　農
業
に
携
わ
る
生
産
者
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
町

議
員 

　現
在
、
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
て
い
る
が
み
や
き
町
は
ど
う
か
。

総
務
課
長 

　町
職
員
に
、
過
去
３
年
間
の
調
査
を
行
い
、
83
名

か
ら
回
答
が
あ
り
、49
・
５
％
の
職
員
が
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
た
。
国
や
県
の
対
応
を

注
視
し
、
自
治
体
の
取
組
状
況
等
を
協
議
し
、
対
応

を
進
め
て
い
く
。

議
員 

　具
体
的
な
対
応
は
。

総
務
課
長 

　職
員
研
修
の
実
施
や
、
電
話
機
器
の
更
新
時
に
は

通
話
内
容
を
録
音
す
る
機
能
を
備
え
た
設
備
導
入
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
関
連
法
案
が
成
立
し
た
際
に

は
適
切
に
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

益
ます

田
だ

　　清
きよし

 議員

武
たけ

田
だ

　光
みつ

邦
くに

 議員

岡
おか

　　友
とも

清
きよ

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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議
員 

　学
童
保
育
の
業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を
希
望
す
る
支
援
員
さ
ん
の
声
が
あ
る
。
利
用

申
請
の
管
理
、
児
童
の
入
退
室
の
記
録
管
理
、
保
護

者
か
ら
の
欠
席
、
遅
刻
の
受
付
、
職
員
の
出
退
勤
管

理
を
ア
プ
リ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
技
術
を
活
用
し
業
務

を
効
率
化
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

子
育
て
福
祉
課
長 

　支
援
員
の
業
務
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
国
県
の
補
助
金
を
活
用

し
支
援
員
や
保
護
者
の
要
望
に
沿
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
の
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。
民
間
委
託
と
併
せ
実

施
し
て
い
る
自
治
体
の
意
見
を
参
考
に
導
入
時
期
も

含
め
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

財
政
状
況
の
情
報
提
供
は
、
大
変
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

議
員 

　町
の
財
源
は
交
付
税
と
税
収
が
基
本
で
あ
る
。
町

は
利
益
を
生
む
企
業
で
は
な
い
。町
民
の
理
解
を
得
る

よ
う
執
行
部
と
議
会
が
一
体
と
な
り
対
処
す
べ
き
だ
。

町
長 

　各
決
算
の
数
値
や
類
似
団
体
と
の
比
較
な
ど
、
図

や
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
い
財
政
資
料
を
公
開
す

る
。
財
政
健
全
化
に
向
け
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
て
い
る
。
現
在
３
６
６
事
業
を
令
和
８
年
に
は

３
０
０
事
業
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
予
算
編

成
で
は
十
数
億
円
ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金
か
ら
繰
り

入
れ
て
お
り
、
財
源
が
不
足
し
て
い
る
状
況
。
だ
か

ら
こ
そ
、
改
革
が
必
要
だ
。

議
の
内
容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長 

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
特
別
委
員
会
の
指
摘
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
地
区
が
何
に
で
も
使
っ
て
い

い
補
助
金
は
、
全
国
に
も
な
い
。
こ
の
補
助
金
制
度

は
住
民
自
治
の
崩
壊
。
こ
の
補
助
金
は
趣
旨
が
お
か

し
い
。

議
員 

　６
月
広
報
誌
に
て
、
岡
町
長
は
「
身
の
丈
に
合
っ

た
財
政
運
営
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
伺
う
。

町
長 

　み
や
き
町
の
歳
入
の
話
。
１
５
０
億
円
超
の
当
初

予
算
を
編
成
す
る
ほ
ど
の
歳
入
が
み
や
き
町
に
は
な

い
、
と
い
う
意
味
。

議
員 

　今
年
度
か
ら
、
国
保
税
が
増
税
さ
れ
、
ま
た
通
学

支
援
バ
ス
の
吉
野
ヶ
里
路
線
が
廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に

は
各
地
区
へ
の
安
全
安
心
交
付
金
が
１
地
区
あ
た
り

約
１
０
０
万
円
も
減
額
さ
れ
た
。
住
民
の
負
担
は
増

え
、住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
す
る
一
方
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、約
９
億
４
，１
０
０
万
円
の
サ
ッ

カ
ー
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
対
し
、非
常
に
心
配
だ
。

　
岡
町
長
が
職
員
を
多
く
採
用
し
、
人
件
費
が
増
え

た
こ
と
が
、財
政
悪
化
の
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
。

　
私
は
、
歳
出
削
減
の
行
革
だ
け
で
は
、
財
政
の
安

定
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
併
せ
て
財
源
確
保
に
向

け
努
力
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
し
な
い
よ
う
な

行
財
政
運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

学
童
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
効
率
化
を

通学の様子

平成30年度から、合併前より財政状況悪化

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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「
置
き
勉
」
で

　
登
下
校
の
負
担
を
軽
く

町
民
に
財
政
危
機
感
を

　
知
ら
せ
よ

町
は
財
政
破
綻
し
赤
字
再
建

団
体
に
な
る
の
で
は
な
い
か

今
後
も
各
学
校
で

　
工
夫
し
て
い
き
た
い

図
や
グ
ラ
フ
で

　
解
り
や
す
く
公
開
す
る

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

問

問

問

答

答

答

議
員 

　文
部
科
学
省
は
勉
強
道
具
を
学
校
に
置
く
こ
と

「
置
き
勉
」
を
認
め
て
い
る
。
先
生
に
は
、
特
に
小

学
校
１
・
２
年
生
に
「
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
く
て
学
校

　
に
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
不
登
校
の
き
っ
か
け

に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
が
「
置

き
勉
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長 

　文
部
科
学
省
か
ら
「
携
行
品
の
重
さ
や
量
に
つ
い

て
改
め
て
検
討
の
上
、
必
要
に
応
じ
適
切
な
配
慮
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
通
知
が
あ
っ
て
い
る
。

本
町
は
通
知
に
基
づ
き
登
下
校
時
の
安
全
や
健
康
面

を
考
慮
し
、
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
各
学
校
で
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

※
置
き
勉
と
は
　
使
わ
な
い
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
副

教
材
な
ど
を
学
校
に
置
い
て
お
く
こ
と

議
員 

　令
和
５
年
度
経
常
比
率
１
０
０
・
６
％
は
経
常
的

収
入
よ
り
経
常
的
支
出
が
多
い
こ
と
で
大
変
な
危
機

だ
。
要
因
は
何
だ
。

財
政
課
長 

　ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金
繰
入
金
の
分
析
方
法
を
改

め
た
。
経
常
的
経
費
を
特
定
財
源
で
は
な
く
、
一
般

財
源
に
振
り
替
え
て
い
る
。

議
員 

　グ
ラ
フ
で
示
す
よ
う
に
平
成
29
・
30
年
度
か
ら
経

常
収
支
比
率
が
悪
化
し
て
い
る
。
国
は
ふ
る
さ
と
寄

附
金
の
一
般
財
源
化
を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の
財

政
状
況
は
、
旧
中
原
町
が
財
政
健
全
化
債
を
発
行
し

た
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
町
の
財
政

状
況
を
町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

財
政
課
長 

　こ
れ
ま
で
も
議
会
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
の

議
員 

　令
和
５
年
度
決
算
に
お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
町
は

財
政
破
綻
し
赤
字
再
建
団
体
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
今
後
、
巨
額
の
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
を
推
進
し
て

大
丈
夫
か
。
財
政
危
機
は
回
避
で
き
る
の
か
伺
う
。

ま
た
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
市
町
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

財
政
課
長 

　厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。
現
状
分
析
に
基
づ
い

た
中
長
期
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
令
和
４
年

度
決
算
で
経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
て
い

る
市
区
町
村
は
、
８
市
町
で
あ
る
。

議
員 

　町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
各
地
区
へ
の
安
全
安

心
い
き
い
き
交
付
金
を
廃
止
す
る
と
聞
い
た
が
、
協

吉
よし

村
むら

　哲
てつ

雄
お

 議員

目
め

野
の

さとみ 議員

宮
みやはら

原　宏
ひろ

典
のり

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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算
期
数
に
よ
る
制
限
を
行
う
こ
と
は
過
度
の
制
限
と

考
え
ら
れ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
で
の
条
例
制
定
状
況
は
、
多
選
禁
止
で
は
神

奈
川
県
で
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
の
施
行
は
さ

れ
て
い
な
い
。

　
多
選
自
粛
条
例
は
７
自
治
体
で
制
定
さ
れ
、
連
続

３
期
を
超
え
て
の
在
任
を
自
粛
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。制
定
後
、廃
止
・
失
効
し
て
い
る
条
例
は
20
団
体
。

議
員 

　こ
の
こ
と
を
本
町
の
現
在
ま
で
の
多
選
問
題
に
つ

い
て
真
摯
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
を
迎
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
こ
れ
は
住
民
の
権
利
で
あ
る
地
域
の
発
展
と
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
で
あ
る
。

総
務
課
長 

　他
の
動
向
や
情
報
収
集
に

努
め
、
議
会
を
は
じ
め
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
慎
重
に
調

査
研
究
を
進
め
た
い
。

議
員 

　歩
道
の
根
の
盛
り
上
が
り
で
転
ん
だ
り
、
根
が
民

家
に
延
び
持
ち
上
げ
た
り
、
台
風
な
ど
で
倒
木
や
枝

折
し
、
被
害
が
起
き
て
い
る
が
管
理
体
制
は
。

建
設
課
長 

　管
理
が
容
易
な
樹
木
へ
の
植
え
替
え
な
ど
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
り
伐
採
、
抜
根
に
つ
い
て
も
慎
重
に

検
討
す
る
。

議
員 

　今
後
、
新
し
い
企
業
を
誘
致
し
て
い
く
た
め
の
受

け
皿
と
な
る
工
業
用
地
の
整
備
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
現
段
階
で
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　民
間
企
業
に
お
い
て
は
拡
張
し
た
い
と
き
に
用
地

が
あ
る
こ
と
が
重
要
。
現
在
は
町
有
地
の
工
業
用
地

の
余
地
は
な
く
、
新
た
な
工
業
用
地
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
内
の
６
か
所
を
選
定
し
、

西
寒
水
地
区
を
第
一
優
先
事
業
地
と
し
て
工
業
団
地

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

議
員 

　昨
今
で
は
企
業
間
の
競
争
も
激
し
く
、
企
業
が
進

出
の
意
思
が
あ
る
時
に
、
用
地
が
確
保
で
き
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
、
今
後
も
用
地
の
確
保
に
努
め

て
欲
し
い
。
最
後
に
、
現
時
点
で
の
大
規
模
な
企
業

の
誘
致
計
画
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　現
在
、
協
議
中
な
の
で
具
体
的
な
社
名
は
伏
せ
る

が
、
１
件
相
談
を
頂
い
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
本
件

に
お
い
て
は
、
県
お
よ
び
町
の
補
助
金
の
説
明
を
行

い
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

歩
道
に
植
樹
し
て
い
る
大
木
は
危
険
管
理
は

必勝だるま

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
般
質
問
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町
長
の
多
選
禁
止
・
多
選
自
粛

　
条
例
制
定
は

企
業
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

他
自
治
体
の
動
向
や
情
報
収
集
に
努
め

慎
重
に
調
査
研
究
を
進
め
た
い

直
近
10
年
間
で
18
社
の
誘
致

問

問

答

答

議
員 

　地
方
自
治
体
の
首
長
の
多
選
制
限
の
制
度
化
に
向
け

て
の
動
き
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
と
な
く
国
会
で
審
議
さ

れ
法
律
案
は
審
議
未
了
で
廃
案
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
多
選
禁
止
条
例
、
多
選
自
粛
条
例
は
、
自
治
体
で

強
制
さ
れ
ず
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
選
禁
止
は

全
国
的
に
見
て
も
「
清
新
で
活
力
の
あ
る
町
政
の
確

保
を
図
る
と
共
に
町
長
の
職
に
同
一
の
者
が
長
期
に

わ
た
り
在
任
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
、
在
任
の
期
数
に
つ
い
て

定
め
、
も
っ
て
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
」
が
目
的
で
あ
る
。

総
務
課
長 

　
総
務
省
に
設
置
さ
れ
た
調
査
研
究
会
で
は
、
多
選

を
制
限
す
る
場
合
、
通
算
期
数
に
よ
り
制
限
を
行
う

の
か
、
連
続
就
任
を
制
限
す
る
の
か
の
点
で
は
、
通

議
員 

　近
年
み
や
き
町
に
お
い
て
も
様
々
な
企
業
の
進
出

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
企
業
の
進
出

は
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、
人
口
流
入
の
促
進
や

税
収
の
増
加
な
ど
の
地
域
経
済
活
性
化
の
効
果
が
期

待
で
き
る
が
、
み
や
き
町
に
お
け
る
直
近
10
年
間
企

業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長 

　直
近
10
年
間
で
は
18
社
の
企
業
と
進
出
協
定
の
締

結
を
行
っ
た
。
新
規
13
社
、
増
築
５
社
。
10
年
前
の

平
成
25
年
度
と
令
和
５
年
度
の
法
人
町
民
税
お
よ
び

固
定
資
産
税
合
算
に
よ
る
収
入
額
を
比
較
す
る
と
、

定
住
対
策
に
伴
う
住
宅
建
築
の
増
加
の
影
響
も
勘
案

さ
れ
る
が
、
１
億
４
千
５
８
８
万
６
千
円
の
増
収
と

な
っ
て
い
る
。

西
にし

村
むら

健
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

岡
おか

　　広
ひろ

明
あき

 議員

一
般
質
問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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◎
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
西
村
健
一
郎

副
委
員
長
　
末
次
　
　
優

委
　
員
　
　
益
田
　
　
清

委
　
員
　
　
牟
田
　
秀
文

委
　
員
　
　
大
石
　
安
弘

委
　
員
　
　
目
野
さ
と
み

編

集

後

記

　
例
年
秋
の
彼

岸
に
合
わ
せ
て

咲
く
彼
岸
花
で

す
が
、
今
年
は

咲
く
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
で
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
原
因
は
１
５
０
年
振

り
と
も
言
わ
れ
る
猛
暑
が
２
か
月
以
上

続
い
た
こ
と
で
、
人
だ
け
で
な
く
自
然

の
草
花
や
果
樹
ま
で
も
参
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
こ
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
国
内
の
至

る
所
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
異
常
気
象
が
い
つ

の
間
に
か
当
た
り
前
に
な
っ
た
時
は
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
で
は
歯
が
立
た
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
早
急
な
防
災
計
画
の
見
直
し
、
個
人

と
し
て
も
防
災
意
識
を
よ
り
高
め
て
、

い
か
な
る
災
害
に
遭
遇
し
よ
う
と
も
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
万
全
な
備
え

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。�

（
大
）
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　　　次回定例会（12月）　午前９時30分開会

会期予定  　12月３日（火）～ 12日（木）

一般質問  　12月５日（木）、６日（金）、 ９日（月）

※この会期日程等は予定であり、変更となる場合があります。
最新の日程は、みやき町ホームページまたは議会事務局（94-5728）でご確認ください。

表
紙
の
写
真

キ
ラ
リ
☆
彡

　み
や
き
び
と

　
み
や
き
町
で
「
キ
ラ
リ
☆
」
と
光
る
活
動

を
し
て
い
る
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　《
白
浜
　
ひ
さ
み
さ
ん
》
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
白
浜
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
嬉
し
い
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
な
ど
心
に
響
い
た
こ
と
を
文
字

で
書
き
留
め
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
そ
れ
が

絵
本
を
創
作
す
る
原
点
と
な
り
、
こ
の
度
の

出
版
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
。

☆
ど
ん
な
絵
本
で
す
か
？

　「
輝
く
も
や
も
や
」
の
お
話
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
生
き
て
き
た
世
界
は

「
他
者
と
比
較
す
る
時
代
」
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
「
自
分
の
可

能
性
に
目
覚
め
る
時
代
」
で
す
。

　
こ
の
絵
本
で
は
、
わ
た
し
た
ち
が
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
生
き
る
の
か
と
い

う
こ
と
の
本
質
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
表

現
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、
ご
年
配
の
方
ま

で
、
ど
ん
な
方
に
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
も
し
良
け
れ
ば
、
声
に
出
し
て
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
読
ん
で
く

れ
た
方
の
心
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て

地
元
み
や
き
町
は
も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
の
役

に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

白浜ひさみ さん


